
周産期医療協議会・災害対策部会 
令和６年度事業実施結果及び令和７年度事業計画（案） 

         
１ 令和６年度事業実施結果 
 

（１）共通診療ノート改訂検討部会の開催 
○開 催 日 令和７年１月２１日（火）午後７時から（オンライン開催） 

○内  容 徳島県周産期医療協議会の各専門部会から委員が参加し、共通診療ノートの改

訂について検討を行った 
○決定事項 目的を定めて、他職種（助産師、看護師、薬剤師等）で書けるようにする。 

      2026 年の母子手帳の電子化の際には再検討が必要になる。 

    
（２）災害対策部会の開催 
 ○開 催 日 令和７年２月５日（水）午後７時から（オンライン開催） 
  ○内  容 「令和６年度小児周産期リエゾン災害訓練」について 

徳島県周産期災害対策マニュアル」の改訂について 
○決定事項 

    １）について 
    高知医療センターの渡邊理史先生を講師に招き、図上訓練を行う。 
   新しい PEACE の入力について、徳島大学病院の峯田あゆか先生が講演を行う。  

２）について 
      小規模な改訂として、夏頃開催の徳島県周産期医療協議会までの完成を目指す。 

      （令和７年度事業計画（案）にて部会長より提案事項あり） 

       
（３）災害時小児周産期リエゾン災害訓練 

○開催日時 令和７年３月１６日（日）午前９時から午後１時まで 
          場所 徳島大学病院日亜ホール White 

○参加者  災害対策部会委員・小児周産期リエゾン  
○訓練内容 ・講義 

新しい「PEACE」の入力について    
          徳島大学病院産婦人科 峯田あゆか 先生 
          高知県における南海地震トラフ巨大地震を含めた災害対策 
          高知医療センター産科医長 渡邊理史 先生 
        ・災害図上訓練、演習（講師 渡邊理史 先生） 
 

（４）小児周産期リエゾン養成研修の受講   
  ○養成研修３名（半田病院：産婦人科医１名、徳島大学病院：小児科医 1 名、助産師１名）

技能維持研修３名（徳島大学病院:産婦人科医１名、小児科医１名、助産師１名）が受講
（オンライン・現地研修） 

 
（５）その他 
  ○「防災ノート～赤ちゃんとママを守るために～」等活用した普及啓発の推進 
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２ 令和７年度事業計画（案）                                          
 
（１）災害対策部会の開催 
   ○開催回数 年２回程度 
      ○訓練への参加や研修会の開催（詳細未定） 

○「共通診療ノート改訂検討部会」による「共通診療ノート・防災ノート」の改訂 
 

（２）小児周産期リエゾン研修の受講 

   ○技能維持研修  
   ○養成研修   計６名以内 
 
（３）その他 
 

○徳島県周産期災害対策マニュアルの改訂について 

 

 令和６年度の災害対策部会において、「徳島県周産期災害対策マニュアル」について小規模な

改訂を実施することが決定していた。しかしながら、令和７年３月１６日に実施された災害時小

児周産期リエゾン災害訓練の結果を踏まえると、小規模な改訂では十分な対応が困難であると考

えられる。ついては、以下の対応を進めることとする。 

 

１．部会員に対し、メール審議により「小規模な改訂」をいったん白紙とすることについて諮る。 

２.改訂の内容および改訂の期限について、改めて部会において審議する。 

３.令和６年４月中に災害対策専門部会を開催する。 

 以上の方針に基づき、適切に対応を進めるものとする。 
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